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record of Plectranthias wheeleri (Perciformes: Serranidae) from Suwanose-jima island, 
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cThe Ichthyological Society oflapan 20 I 7 Abstract A single specimen (65.1 mm standard length) of Plectranthias wheeleriRandall, 
1980 (Serranidae) collected off Suwanose—jima island, Tokara Islands, Kagoshima 
Prefecture, Japan (previously known from a single specimen from Yoron-jima island, 
Amami Islands) represents both the second record from Japanese waters and northernmost 
record of the species. 
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タ科ハナダイ亜科 (Serranidae:Anthiadinae) 

lヽ に属するイズハナダイ属 PlectranthiasBleeker, 

1873はRandall(1980) によってはじめて包括的

な分類学的研究が行われ，これまでに 52種が報

告されている (Randall,1980 ; Heemstra and Randall, 

2008; Allen and Walsh, 2015; Gill et al., 2016). 国

内からは近年追加種が相次いで報告されており，

これまでに 13種が記録されている（岡本ほか，

2012; 瀬能， 2013,2014 ; Gill et al., 2016 ; 岡本・

本村， 2017; Tashiro and Motomura, 2017) . 

鹿児島県トカラ列島の諏訪瀬島西方沖（水深

150-180 m)から Plectranthiaswheeleri Randall, 1980 

に同定される 1個体（体長 65.1mm) を得た．本

種はインドネシア，オーストラリア北西岸，ニュー

カレドニア，台湾，および日本から報告されてい

る (Randall,1980 ; Hutchins, 2001 ; Fricke et al., 

2011 ; 瀬能， 2014). 日本からは，瀬能 (2014)

によって与論島産の 1標本（体長 50.6mm) に基

づき初めて報告され，新標準和名フジナハナダイ

が提唱された．今回得られた標本はフジナハナダ

イP.wheeleriの標本に基づく国内 2例目の記録で

あると同時に北限記録である．本報告では本種の

形態的特徴や分布状況に関する知見の蓄積のた

め，貴重な追加標本である諏訪瀬島産の 1個体を

詳細に記載した．

標本の作製，登録，撮影，および固定方法は本

村 (2009) に準拠した．計数・体各部の計測の手

法は Randall(1980) に従い，計数可能な項目に

ついては左右両体側で行った．標準体長は体長ま

たは SLと表記した．本報告に用いた研究機関略

号は以下の通り： BMNH(ロンドン自然史博物館）；

BPBM (ビショップ博物館）； KAUM (鹿児島大

学総合研究博物館）．

P/ectranthias whee/eri Randall, 1980 

フジナハナダイ

(Fig. 1, Table 1) 

標本 KAUM-I.91349, 体長 65.1mm, 鹿児島

県トカラ列島諏訪瀬島西方（北緯29度 38分，東
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経 129度 36分），水深 150-180m, 大黒丸，一本

釣り， 2016年 8月 12-13日．

記載 計数値と体各部の体長に対する割合（％）

を Table1に示す．体は長卵形で側扁する．体長

は体高の 2.78倍．頭部背面は吻部でわずかに隆

起し，両眼間隔域から後頭部まではほぼ直線．項

部はわずかに隆起する．鼻孔は 2対で眼窟前端付

近に位置する．前鼻孔は管状で．後鼻孔と近接す

る．前鰐蓋骨後縁の上部から中央部にかけては

20-27本の小棘からなる鋸歯状で，下部には発達

した 2本の前向棘をもっ．下鰊蓋骨後縁の下部と

間鰊蓋骨後縁の上端にそれぞれ 2-3本の小棘をも

つ．主鯉蓋骨上部には 3本の棘をもち，中央のも

のが最長口は大きく，後下方に向かって傾斜す

Table 1. Counts and measurements (expressed as percentages of standard length) of Plectranthias wheeleri 

This study Randall (1980) 

Tokara Islands Indonesia 

Non-type Holotype Paratype 

KAUM-1. 91349 BPBM22401 BMNH 1890.2.26.28 

Standard length (SL; mm) 65.1 82.8 70.7 

Counts 

Dorsal-fin rays X, 16 X, 16 X, 16 

Anal-fin rays III, 7 III, 7 III, 7 

Pectoral-fin rays 13 13 13 

Pelvic-fin rays I, 5 I, 5 I, 5 

Tubed lateral-line scales 29 29 29 

Gill rakers (left/right; upper+ lower) 5 + 12/6 + 11 5 + 11 5 + 11 

Measurements (% of SL) 

Body depth 36.0 37.2 37.9 

Body width 19.8 19.8 19.8 

Head length 44.1 43.4 43.3 

Snout length 11.7 9.9 9.6 

Orbit diameter 13.1 11.7 11.5 

Bony interorbital width 3.5 4.2 4.2 

Upper-jaw length 21.9 22.2 21.2 

Caudal-peduncle depth 12.6 12.5 12.3 

Caudal-peduncle length 21.4 20.1 21.7 

Pre-dorsal-fin length 43.0 42.1 42.3 

Pre-anal-fin length 72.7 69.4 65.8 

Pre-pelvic-fin length 39.5 37.2 35.4 

Dorsal-fin base length 50.9 53.1 53.8 

First dorsal-fin spine length 6.3 6.4 6.8 

Second dorsal-fin spine length 12.1 

Third dorsal-fin spine length 17.9 17.6 18.4 

Fourth dorsal-fin spine length 17.5 

Longest dorsal-fin soft ray length 16.1 18.0 

Anal-fin base length 14.5 15.0 15.7 

First anal-fin spine length 9.8 9.9 8.8 

Second anal-fin spine length 20.8 19.3 19.4 

Third anal-fin spine length 15.6 14.8 15.6 

Longest anal-fin soft ray length 23.2 20.7 22.8 

Pectoral-fin length 35.6 33.1 35.3 

Pelvic-fin spine length 16.9 15.7 15.7 

Pelvic-fin length 23.9 21.4 22.2 
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る．主上顎骨後端は瞳孔後縁の直下に達する．両

顎に絨毛状の歯帯をもち，歯帯の幅は前方で広く

側方で狭くなる．縫合部付近の内列歯は大きく，

内側を向く．上顎前方の歯帯外縁部に左右 l対の

犬歯状歯をもつ．下顎歯帯の歯の大きさはほぼ一

様で，側方中央付近に左右 l対の大きな犬歯状歯

をもつ．鋤骨に V字型の絨毛状歯帯があるロ

蓋骨に 2-3列の絨毛状歯をそなえる．

頭部は吻部，上顎，および頭部腹面を除き櫛鱗

で被われる．頭部背面の鱗域は後鼻孔付近に達す

る．体は全体が櫛鱗で被われる．背鰭第 5棘より

後方の棘条部と軟条部，臀鰭，および尾鰭の基底

付近は細かい鱗で被われる．臀鰭第 3棘から臀鰭

第 3軟条にかけての被鱗域は広く，縁辺部を除く

鰭膜の 2/3が細かい櫛鱗で被われる．背鰭基底か

ら側線にかけての横列鱗数は 3. 側線下方から臀

鰭起部までの横列鱗数は 12. 側線は管状に開孔

した有孔鱗からなり ，尾鰭基部に達する．

背鰭起部は胸鰭基底部の直上に位置する．背鰭

棘は第 3棘が最長で，頭長は第 3棘長の 2.64倍．

背鰭棘部の鰭膜は切れ込む．背鰭第 1-4棘の鰭膜

先端は遊離し，わずかに伸長する．背鰭軟条部の

輪郭は丸みをおび，軟条はすべて分枝する．臀鰭

棘は第 2棘が最長で，第 1,2棘の鰭膜は切れ込む．

臀鰭軟条部縁辺は載形で第 2,3軟条先端はわずか

に伸長する．胸鰭軟条は最上部の 1本を除き分枝

する．胸鰭後端は臀鰭第 8軟条の直上付近に達す

る．腹鰭起部は背鰭起部直下よりわずかに前方に

位置し，たたんだ腹鰭の後端は肛門の前端にわず

かに達しない．尾鰭は載形で最上から第 3-6と

11-15本目の分節鰭条が糸状に伸長し，最上から

3本目の分節鰭条が最長．

生鮮時の体色 (Fig.1) 頭部と体の地色は白色．

両顎先端から眼を通り背鰭起部にかけての背面は

赤橙色．両眼間隔中央域から背鰭前方にかけての

背縁に黒色素胞が帯状に分布する．上顎前部から

眼前縁にかけて不明瞭な黄色帯がある．頬部と鰊

蓋部に淡い赤橙色および黄色の斑が散在する．躯

幹部から尾柄部にかけて黄色斑をともなう赤橙色

の不明瞭な 5横帯がある．横帯は体側上部で広

く，側線付近で互いに連なる最前に位置する横

帯は背鰭第 7-9棘の基底付近から下方に走り，胸

鰭基底下端の垂直後方付近に達する.2番目の横

帯は背鰭第 1-6軟条の基底部から始まり ，肛門か

ら臀鰭起部にかけての腹縁に達する. 3番目の横

帯は背鰭第 7軟条から最終軟条にかけての基底か

ら始まり ，臀鰭最終 3軟条の基底部に達する．残

りの 2横帯は尾柄に位置する．躯幹部から尾柄に

かけての体側上部に黒色素胞が散在し，尾柄部で

は赤橙色の横帯に沿って黒色素胞が帯状に分布す

る．背鰭棘条部の鰭膜は大部分が黄色で，背鰭第

2-4棘の基底と縁辺部付近の鰭膜は淡いピンク色．

Fig. 1. Color photograph of fresh specimen of Plectranthias wheeleri. KAUM-I. 91349, 65.1 mm SL, off the west coast 

of Suwanose-jima island, Tokara Islands, Kagoshima Prefecture, Japan. 
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背鰭軟条部は半透明で中央と縁辺にそれぞれ黄色

帯があり，基底部には 3黄色斑が並ぶ．胸鰭は半

透明で上半部はわずかに黄色みがかる．腹鰭棘は

白色で軟条部は淡いピンク色．臀鰭と尾鰭はほぼ

一様に黄色．固定後の体色は体側上部と尾柄部の

黒色素胞を除き，一様に白色．

分布 インドネシアのスラウェシ島マナド沖（水

深 100m) とカイ諸島（水深 236m) (Randall, 

1980), オースラリア北西岸 (Hutchins,2001) , 

ニューカレドニア (Frickeet al., 2011), 台湾（下

記「備考」参照），および日本（瀬能， 2014;本

研究）から報告がある．国内では鹿児島県の奄美

群島与論島（瀬能， 2014) とトカラ列島諏訪瀬島

（本研究）から標本が得られている．諏訪瀬島産

の標本は水深 150-180mから採集された．

備考記載標本は，有孔側線鱗数が 29で鱗列

は尾鰭基底まで達する，側線上方横列鱗数が 3,

側線下方横列鱗数が 12, 胸鰭軟条数が 13で最上

部の 1本を除き分枝する，背鰭軟条数が 16, 頬

の鱗列数が 6, 前鯉蓋骨の後縁は鋸歯状で下部に

2本の前向棘をもつ，上顎に一対の犬歯をもつ，

下顎歯帯の歯の大きさは一様で，側方中央付近に

一対の犬歯をもつ，および吻部から上顎にかけて

と下顎腹面は無鱗であることなどの形態的特徴と，

体側の横帯の分布様式が Randall(1980)による P.

wheeleriの原記載とよく一致し，本種に同定され

た．本種は体側に黄色斑をともなう 5本の橙色横

帯の分布様式や，それらの横帯が側線付近で連な

るという色彩の特徴がPlectranthiashelenae Randall, 

1980と酷似するが，側線上方横列鱗数が 3(P. 

helenaeでは 4.5-5), 側線下方横列鱗数が 11-12

(13-14)であることから容易に識別される (Randall,

1980). 

瀬能 (2014)が報告した奄美群島与論島産の標

本 (KAUM-1.41223, 体長 50.6mm) では魚体の

損傷があったため，各鰭の形状や被鱗域などを原

記載と比較することができなかった．本記載標本

により，日本産P.wheeleriにおいてもホロタイプ

と同様に，背鰭軟条部の輪郭が丸みをおびる，臀

鰭軟条部が載形，尾鰭が載形で鰭条先端が糸状に

伸長することなどの特徴や被鱗域の状態が確認さ

れた．

瀬能 (2014) はLee(1990) の台湾産P.helenae 

をP.wheeleriへと同定し，これに基づき台湾を P.

wheeleriの分布に含めた. Lee (1990)が示した P.

helenaeは側線上方横列鱗数が 3であることや体

側の黄色斑をともなう横帯の分布様式が Randall

(1980), 瀬能 (2014), および本報告の Pwheeleri 

とよく一致する．一方， Lee(1990) は同論文内

で台湾から Pwheeleriを報告したが，これに対し

瀬能 (2014) は，体側下半部に横帯をもたない，

有孔側線鱗数が 31と多い，および下肢鰊杷数が

9-10と少ないことなどから真の Pwheeleriとは別

種であると判断した本報告でも瀬能 (2014) の

見解を支持する立場を取った本研究で記載した

鹿児島県諏訪瀬島の 1個体はフジナハナダイ R

wheeleriの国内 2例目の記録であると同時に本種

の北限記録である．
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